






要約:研究(1):トータル(全人的多面的)ケアでの親の会の役割の 1サンプルとして、久留米

大学での悪性腫瘍、血液病の場合を検討した。医療側には有益なモニター機構となり、ケ

ア改善への貢献大であり、親側には心理的相互支援と具体的な情報交換システムおよび、

親一医療者間の良いパイプ役として機能していることがわかった。研究(2):前年度開発の

トータルケア度チェックシステムを 15関連施設に適用し、その結果が、今後のトータルケ

ア改善の資料となりうることを確認した。 


